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東京都の注目される定点把握対象疾患  ≪東京都感染症週報R6年第1８週≫ 

・全体的に、前週に比べて定点当たり報告数は減少していますが、 

連休中の医療機関の休診が影響していると考えられます。 

令和 6 (2024)年 第１９週 (５/６～５/１２) 

≪編集・発行≫ 
東京都島しょ保健所 三宅出張所  電話 04994-2-0181   FAX04994-2-1009 
ホームぺージ URL  https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/ 

（三宅管内感染症発生動向調査報告） 

（三宅管内感染症発生動向調査より集計） 

三宅島 

島しょの情報  ≪第1９週 (５/６～５/１２)≫  

・新型コロナウイルス感染症の医療機関当たりの報告数は、1.27（第１８週 0.73）で 

島しょ全体では増加傾向がみられます。 

（各島１１島の医療機関から感染症に関する報告をいただき情報提供しています。） 

 

御蔵島 感染症の報告はありません 

感染症の報告はありません 

これからの時期は、むし暑い日が続きます。食欲不振になったり、寝不足が続いたりして、
生活習慣の乱れから体調を崩しやすく、免疫力が低下します。夏場に感染者が急増する手
足口病、咽頭結膜熱（プール熱）、ヘルパンギーナにご注意ください。 

●手足口病 主な病原体：コクサッキーウイルスをはじめ 10種類以上あります。 

症状など：主に５歳以下の乳幼児を中心に流行し、口腔粘膜、手のひら・足底などの四肢に２

～３mmの水疱性発疹が出現します。発疹は通常、３～７日で消え、発熱は軽度で３８℃以下

の場合がほとんどです。まれに重症化し髄膜炎になることもあります。 

●咽頭結膜熱（プール熱） 主な病原体：アデノウイルス 

症状など： プールに入る時期に流行ることからプール熱とも呼ばれます。発熱と咽頭痛・眼

の結膜充血を伴います。新生児では重症になる場合があり注意が必要です。 

●ヘルパンギーナ 主な病原体：コクサッキーウイルス、他にも多数あります。 

症状など：主に５歳以下の乳幼児を中心に流行し、３８℃以上の高熱、咽頭痛とのどの奥に

小水疱が出現します。高熱から熱性けいれんを発症したり、口腔内疼痛で食事がとりにくくな

り脱水・拒食を呈することもあります。 

夏の三大感染症にご注意！（手足口病・咽頭結膜熱・ヘルパンギーナ） 

ﾍﾙﾊﾟﾝｷﾞｰﾅ ﾌﾟｰﾙ熱 手足口病 

予防や感染経路など

詳しくはこちら 

（国立感染症研究所） 

 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/


令和6 (2024)年第19週 令和6年5月6日～ 令和6年5月12日 

16 週 17 週 18 週 19 週

RSウイルス感染症 0 (0) 1.26

咽頭結膜熱 0 (0) 0.25

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3 (0) 2.31

感染性胃腸炎 15 (1) 2.63

水　　　痘 0 (0) 0.11

手 足 口 病 2 (0) 0.17

伝染性紅斑 0 (0) 0.09

突発性発しん 0 (0) 0.22

ヘルパンギーナ 0 (0) 0.02

流行性耳下腺炎 0 (0) 0.07

ＭＣＬＳ（川崎病） 0 (0) 0.02

不明発しん症 0 (0) 0.03

インフルエンザ 60 (32) 0.35

新型コロナウイルス感染症
(COVID-19)

1 (0) 1 (0) 2 (0) 40 (8) 1.48

※かっこ（ ）は、御蔵島の報告数を再掲。

 【三宅島出張所管内】 患者報告数推移グラフ

島しょ保健所三宅出張所管内 感染症発生動向調査

三宅出張所管内　定点把握対象疾患報告数

疾病名
令和6(2024)年 令和

6(2024)年
累計

東京都
定点あたり

18週

▉ インフルエンザ

管内は三宅・御蔵両島の発生数計

都は定点あたり発生数

▉ 新型コロナウイルス感染症
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※５類感染症は、感染症発生動向調査を通じ皆さまに情報提供をすることにより、

感染症の発生および、まん延・拡大を防止することが目的です。

三宅管内の感染状況は落ち着いていますが、油断せず感染対策を続けてください。


